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106 号（2023 年 3 月発行）の記事要旨と参考文献 

参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています 
（特に PubMed アブストラクトへリンクできるよう） 

 

 

 
表紙のことば：外装をきれいにしているのか、網がかかった通天閣。撮影後はジャンジャン町へ。 
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P27  Editorial  Free 

  医療情報に対するリテラシーの重要性 
  
P28-36  

 

104号で、ワクチンの安全性と有効性の解釈の際に注意しなければいけない４つの重要なポイン

トについて解説し、105号では、四種混合ワクチン（ジフテリア、破傷風、百日咳、ポリオ）、ロ

タワクチン、インフルエンザワクチンを取り上げました。 

  今回106号では、MR（麻疹・風疹）、ヒブ、肺炎球菌、B型肝炎（HB）、HPV（ヒトパピ

ローマウイルス）、帯状疱疹に対する各ワクチンを取り上げます。 
 
 特に注意すべき４つのポイントは次の通りです。 
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(1) 害が少なく利益が害を上回っているか 
(2)ワクチンの種類とアジュバントの有無 
(3) 疫学調査における健康者接種バイアス(偏り) 
(4)ワクチン無効の原因「初抗原原罪原理」 
 

どのポイントに特に重点を置くか 
各ワクチンの評価ポイントを見ましょう。 

MR（麻疹・風疹）ワクチン：麻疹に罹ると死亡率が高く後遺症の危険もあります。一方、MR（麻疹・

風疹）ワクチンでできる免疫は強力で多くの人で終生免疫が得られるので上記の(3)や(4)はほとんど問

題になりません。集団免疫が作られて日本では麻疹が排除できていると、2015年にWHOに認定されま

した。 
 
Hib（ヒブ）ワクチン、結合型肺炎球菌（PC）ワクチン：ヒブ（Hib）ワクチンと結合型肺炎球菌（PC）

ワクチンの接種は１歳未満児が対象で、接種後の予期しない突然死、すなわち不測突然死が問題になり

ました。ワクチンで予防したいのは、侵襲性細菌感染症と呼ばれる、細菌性髄膜炎、肺炎、敗血症とい

う３種類の感染症です。これらの感染症による死亡の減少が、ワクチン接種後の不測突然死を上回るか

どうか、つまり(1)が評価の焦点になります。 
  また、PCワクチンは、当初7種類のサブタイプの菌に対するワクチン（7価ワクチン）でしたが、現

在は13価（13種類のサブタイプ）になっています。肺炎球菌のサブタイプは90種類を超え、そのうちの

13種類には効果を発揮しますが、他のサブタイプには無効です。そのため、他のタイプの肺炎球菌によ

る肺炎が増加しうるとの調査結果があります。厳密にはポイント(4)とは異なりますが、似た現象により

無効になる可能性を考える必要があります。 
 
B型肝炎（HB）ワクチン：B型肝炎ウイルス（HBウイルス）の保有者（キャリア）の母親から生まれる

児は、持続感染する危険が大きくハイリスクです。また、医療従事者などが針刺し事故を起こすと一過

性のB型肝炎を起こしますし、キャリアの配偶者やセックス・パートナーも一過性感染を起こします。 
  HBワクチンは、ハイリスク者のB型肝炎感染防止に確実な効果を発揮しますので、必須のワクチン

です（必要に応じてB型肝炎の抗体「HBIG」と組み合わせて用いる）。しかし、HBワクチンには(2)で
指摘しているアジュバントが含まれています。母子感染防止対策と、注射器や注射針の使いまわし禁止

の結果、B型肝炎ウイルスのキャリアの割合は著しく低下してきていますので、0歳児全員を対象として

接種すると、利益と害のバランスがどうなのか、(1)が問題になります。 
 
HPVワクチン（いわゆる「子宮頸がんワクチン」）：には、(2)で取り上げている強力なアジュバントが

含まれている点にまず注目が必要です。子宮頸がんが防止できたとの疫学調査や、接種後に生じている

様々な神経症状はHPVワクチンとは無関係という疫学調査（文献は本文参照）が本当かどうかを見極め

るためには、それらの調査が(3)の健康者接種バイアス(偏り)を考慮しているかどうかが焦点となります。 
 
帯状疱疹ワクチン：ランダム化比較試験(RCT)の結果で、帯状疱疹そのものも、帯状疱疹後の神経痛も

予防できることがわかっています。しかし、(2)で指摘している強力なアジュバントが使われていま

す。それによる害の有無が確かめられているのかをきちんと検討する必要があります。第２相のRCT
で死亡が増えているのですが、第３相試験ではどうなったのか、(1)の点検が大切です。また、帯状疱

疹後の神経痛後遺症を１人防止するために何人の治療が必要で、それにはどの程度費用がかかるのかと

いう点も、(1)に関係しますのでぜひ注目してほしい点です。 
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●25～40 歳の女性の死亡率を５倍に 
●名古屋調査で重度障害が 47 倍 
●デンマーク調査では神経症状が５倍超 
●健康な接種者に子宮頸がんが少ないだけ 
●英国調査もバイアスのため 
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follow-up of the phase 3, doubleblind, randomised controlled VIVIANE study. Lancet Infectious Diseases 2016;16(10):1154-68. 
PMID: 27373900 
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結論：、1人の帯状疱疹後神経痛（PHN）を予防するためには1276人への接種が必要ですので、年間5,614
万円（44,000円×1276人）が必要となります。ワクチンの安全性が保証されていない現状で、このよう

な施策を認めることはできません。 
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ス感染症、2012: 1845-1846. 西村書店 

2) Takao Y et al. Incidences of Herpes Zoster and Postherpetic Neuralgia in Japanese Adults Aged 50 Years and Older From a 
Community-based Prospective Cohort Study: The SHEZ Study. J Epidemiol 2015;25(10):617-625. doi: 10.2188/jea.JE20140210. 
PMID: 26399445 

3) 村川和重 他、帯状疱疹患者の疼痛の経過に及ぼすバラシクロビル塩酸塩（バルトレックス®）の効果、臨床医薬、2008: 
24(4) :321-335. 

4) 真鍋治彦、帯状疱疹Up-to-Date ―帯状疱疹からPHNまで 6. 帯状疱疹後神経痛の定義,臨床像,移行の危険因子 b. 臨
床像、2012:46-49. 診断と治療社 
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6) Beutner R et al. Valaciclovir Compared with Acyclovir for Improved Therapy for Herpes Zoster in Immunocompetent Adults. 
Antimicrobial Agents and Chemotherapy. 1995;39(7):1546-1553. 

7) Tseng F et al. Herpes Zoster Vaccine in Older Adults and the Risk of Subsequent Herpes Zoster Disease. JAMA 2011;305(2):160-
166. 

8) Oxman N et al. A Vaccine to Prevent Herpes Zoster and Postherpetic Neuralgia in Older Adults. N Engl J Med 2005; 352: 2271-
2284. 

9) 谷田憲俊、帯状疱疹ワクチンの効果と害は?、薬のチェック、2017; 17(71): 58-61. 
10) Lal Het al. Efficacy of an Adjuvanted Herpes Zoster Subunit Vaccine in Older Adults. N Engl J Med 2015;372: 2087-2096. 
11) Cunningham AL et al. Efficacy of the Herpes Zoster Subunit Vaccine in Adults 70 Years of Age or Older. N Engl J Med2016;375: 

1019-1032. 
12) Strezova A et al. Long-term Protection Against Herpes Zoster by the Adjuvanted Recombinant Zoster Vaccine: Interim Efficacy, 

Immunogenicity, and Safety Results up to 10 Years After Initial Vaccination. Open Forum Infect Dis. 2022;9(10): ofac485.  
13)薬のチェック編集委員会、帯状疱疹サブユニットワクチン シングリックス：判定保留、効果は確実だが害の判定方法
に欠陥あり、薬のチェック、2018; 18(80): 128-131. 

14) Chlibek R et al. Safety and Immunogenicity of Three Different Formulations of an Adjuvanted Varicella-zoster Virus Subunit 
Candidate Vaccine in Older Adults: A phase Ⅱ, Randomized, Controlled Study. Vaccine 2014;32(15):1745-1753. 

15) Chlibek R et al. Long-term Immunogenicity and Safety of an Investigational Herpes Zoster Subunit Vaccine in Older Adults. 
Vaccine 2016;34(6):863 -868. 

p12  Free 

 

  
●半年追跡調査で感染が 2.3 倍増加 
●健康な若者にワクチンは止めるべき(NEJM 誌) 
●CDC データは補正なしで 1.8 倍感染増加 
●抗体依存性感染増強（ADE）の可能性 
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2)薬のチェック編集委員会、ワクチン、打つ？打たない？もっと知ろう、薬のチェック2022：22(104)：128-139. 
3) Canetti M, Barda N, Gilboa M et al. Six-Month Follow-up after a Fourth BNT162b2 Vaccine Dose. N Engl J Med. 2022 Dec 

1;387(22):2092-2094. doi:10.1056/NEJMc2211283. Epub 2022 Nov 9. PMID: 36351266 
4)MedCheck editorial team. To Be Vaccinated or Not? Points You should Know. MedCheck in English. 2022: 8(25): 40-53.  
5) 薬のチェック、番外編 http://medcheck.jp.org 

 



8 
 

6) Offit PA. Bivalent Covid-19 vaccine—A Cautionary Tale. NEJM 2023: 9;388(6):481-483. doi: 10.1056/NEJMp2215780. Epub 2023 
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10)薬のチェック編集委員会、編集部より、薬のチェック2020：20（91）：98. 
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【英 MHRA】アトピー皮膚炎用剤デュピルマブ（デ

ュピクセント®）：眼の害への迅速な対応が必要 
【米 FDA】骨粗しょう症用デノスマブ（プラリア®）：

透析患者での重度の低カルシウム血症 
【日本：PMDA】クロピドグレル：インスリン自己免

疫症候群を「重大副作用」に追記 
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次号では、認知症用剤 

レカネマブ（米国名レケンビ） 

を取り上げます。本当に効くのでしょうか？ 
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